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何があたるかな？
７月16日(水)、ひまわりキッズ
夏まつりが行われ、多くの親子
が訪れました。たこ焼きくじや
かき氷など、たくさんの出店が
並び、フィナーレは手作り 神  輿 

み こし

で盛り上がりました。



( 2)

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

板
倉
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

入
る
と
、
入
り
口
の
ほ
ど
そ
ば

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
稲
村
さ
ん
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
か
た
が
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和　

年
こ
ろ
か
ら
全
国
の
社
会

60

福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
仕
事
の
内
容
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
か
た
の
相

談
を
受
け
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
説
明
や
紹
介
を
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
全
く
経

験
が
な
い
か
た
な
ど
に
は
、
そ
の

か
た
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し

ま
す
。
稲
村
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご

ボランティアしてみたいけど、板倉町ではどんなボランティアがあるの？　
だれに相談すればいいの？　申し込みはどこにすれば…　

そんなときはボランティアセンターへ

　　ふれあいボランティア
　　体験してみませんか？

35

■レポーター
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土橋ひろ子

　　　　　　　　　ふれあいから笑顔が

　　　　　　あなたの能力を生かす場は

　　   　地域の身近なところにあります

  　　レッツ ！　ふれあいボランティア

  写真：トランプ遊びで高齢者との交流を深めます（板倉中学）

(3) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

相
談
く
だ
さ
い
。
軽
い
気
持
ち
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
に
お
越
し

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
優
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

板
倉
中
学
校
で
は
、
卒
業
研
究

と
い
う
形
で
福
祉
、
国
際
交
流
、

保
育
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

板
倉
高
校
で
は
福
祉
希
望
の
生
徒

た
ち
が
１
年
を
通
し
て
板
倉
町
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
ミ
モ
ザ

荘
で
介
護
学
習
や
高
齢
者
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
う
し
た
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

は
、
自
分
た
ち
の
進
路
を
決
め
る

に
あ
た
っ
て
、
と
て
も
良
い
勉
強

に
な
る
よ
う
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
ま
す

　

町
に
は
、
み
ず
ほ
会
、
や
す
ら

ぎ
会
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
団
体
が
あ

り
、
そ
の
活
動
も
多
種
多
様
で

す
。
稲
村
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
総
合
窓
口
と
な
り
、
だ
れ
も

が
参
加
し
や
す
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
言
い

ま
す
。「
会
社
を
退
職
し
て
時
間

に
余
裕
の
あ
る
か
た
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
か
た
、
話

し
だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い
か
た

な
ど
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
話
し
を
し
て
い
る
間
に
、
あ

な
た
に
あ
っ
た
何
か
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力

に
つ
い
て
伺
う
と
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
多
く
の
か
た
と
の

出
会
い
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

が
生
ま
れ
ま
す
。
今
、
消
え
つ
つ

あ
る
地
域
交
流
・
地
域
貢
献
も
で

き
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
自

分
の
心
に
と
て
も
良
い
満
足
感
が

残
り
ま
す
」。

　

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

情報交換や世代間交流、そして
自己のスキルアップの場とし
てもボランティア活動はとて
も有効です。

母親が介護関係の仕事をしている
こともあり、このボランティアに参
加しました。今回、板倉町デイサー
ビスセンターで実際にいろいろな
介護体験をし、ますます福祉に興味
がわきました。

板倉高校３年生

 岡  部  拓  也 さん
おか べ たく や

以前から、福祉に大変興味があり、
高校でも福祉コースを選択しまし
た。今回の介護体験ではいろいろ
な発見があり、大変勉強になりまし
た。今後は、さらに詳しく、福祉の
勉強をしてみたいと思います。

板倉高校３年生

 廣  瀬  莉  紗 さん
ひろ せ り さ

①介助用入浴機器を
　体験しました。
　（高校）
②デイサービス利用
　者といっしょにお
　買い物。（高校）
③学生が考えたレク
　リエーションを高
　齢者といっしょに
　楽しみます。（中学）
④修学旅行の写真を
　見せ、思い出話で
　交流。（中学）

 稲  村  貴  志 さん
いな むら たか し

中学生・高校生たちの
体験ボランティア

①

④

③

②

　「ボランティアって敷居が高そう…」
そんなことはありません。ボランティ
アは今やライフスタイルのひとつ。気
軽にできるボランティアもたくさんあ
ります。ボランティア活動をやってみ
たいかた、もっと詳しく情報を知りた
いかた、ぜひ一度ボランティアセン
ターに足を運んでください。きっと多
くの情報を得ることができると思いま
す。あなたに合ったボランティア活動
をいっしょに考えていきましょう。
連絡先　板倉町社会福祉協議会
　　　　ボランティアセンター
�８２－３９００
 ht t p: / / www15. wi nd. ne. j p/ ̃ g-
i t akur ashakyo/
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町
が
景
観
行
政
団
体
へ　

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

板
倉
町
に
お
け
る
景
観
形
成

　

町
は
、
群
馬
県
知
事
の
同
意
を

得
て
、
８
月
１
日
を
も
っ
て
、
景

観
法
に
基
づ
く「
景
観
行
政
団
体
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
景
観
行
政
団
体
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
町
の

特
色
を
生
か
し
た
良
好
な
景
観
の

「
ま
ち
づ
く
り
」を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
の
景
観
行

政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成

　

年
度
に
「
景
観
計
画
」
の
運
用

21開
始
及
び
「
景
観
条
例
」
の
施
行

を
目
指
し
ま
す
。

　

町
の
東
側
に
は
渡
良
瀬
遊
水
地

が
広
が
り
、
北
側
を
渡
良
瀬
川
、

南
側
を
利
根
川
の
二
大
河
川
が
流

れ
、
町
内
に
も
谷
田
川
を
は
じ
め

と
す
る
河
川
や
池
沼
が
数
多
く
点

在
し
、
水
場
景
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。
特
に
平
成　

年
度
に
、
文
化

15

庁
が
主
宰
す
る
「
農
林
水
産
業
に

関
す
る
文
化
的
景
観
の
保
護
に
関

す
る
調
査
報
告
書
」
に
お
い
て
、

谷
田
川
を
含
む
渡
良
瀬
遊
水
地
の

複
合
景
観
が
、
重
要
地
域
と
し
て

選
定
さ
れ
、
平
成　

年
度
か
ら
教

17

育
委
員
会
で
「
水
場
の
文
化
的
景

観
保
存
調
査
・
保
存
計
画
策
定
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

区
に
お
い
て
は
、
地
区
計
画
に
よ

り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
性
に
ふ

さ
わ
し
い
緑
・
学
・
住
・
遊
が
バ

ラ
ン
ス
良
く
調
和
し
た
美
し
い
街

並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
に
は
、
人
々

の
生
活
ま
た
は
生
業
及
び
地
域
の

風
土
に
よ
り
、
美
し
い
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
景
観
は
、
私
た
ち
の
共

有
財
産
で
あ
り
、
良
好
な
景
観
の

形
成
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
美
し
い
街
並
み
や
景
観
を
守
っ

て
い
く
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
よ
う
な
美
し
い
景
観

を
形
成
・
保
全
し
、
調
和
の
と
れ

た
新
し
い
景
観
を
創
造
す
る
た

め
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
政
策

を
取
り
入
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

景
観
法
と
は

　

我
が
国
で
初
め
て
の
景
観
に
つ

い
て
の
総
合
的
な
法
律
で
す
。

　

都
市
、
農
山
漁
村
な
ど
に
お
け

る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進

し
、
美
し
く
風
格
の
あ
る
国
土
の

形
成
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活

環
境
の
創
造
及
び
個
性
的
で
活
力

の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
平
成　

年
６
月
制

16

定
、
平
成　

年
６
月
全
面
施
行
さ

17

れ
ま
し
た
。
景
観
に
関
す
る
基
本

法
的
な
部
分
と
良
好
な
景
観
の
形

成
の
た
め
の
具
体
的
な
規
制
や
支

援
を
規
定
す
る
部
分
と
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
景
観
法
」
の
中
で
、「
景

観
行
政
団
体
」
は
、「
景
観
計
画
｣

を
策
定
し
、
地
域
の
自
然
的
社
会

的
諸
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
行
う

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
行
政
団
体
と
は

　

景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
行

政
を
担
う
主
体
で
す
。

　

都
道
府
県
、
政
令
市
、
中
核
市

は
自
動
的
に
景
観
行
政
団
体
と
な

り
、
景
観
行
政
に
意
欲
の
あ
る
そ

の
他
の
市
町
村
で
は
、
都
道
府
県

知
事
と
の
協
議
・
同
意
に
よ
り
景

観
行
政
団
体
と
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

景
観
計
画
と
は

　

景
観
行
政
団
体
が
、
景
観
行
政

を
進
め
る
基
本
的
な
計
画
で
、
地

域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な

景
観
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
区

域
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す

る
方
針
、
開
発
・
建
築
な
ど
の
一

定
行
為
に
対
す
る
規
制
な
ど
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
景
観
上
重
要
な
建
造

物
、
樹
木
を
指
定
し
て
保
全
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
地
域
性
を
生
か
し
た
景
観
づ

く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ �
内
線
４
２
２

(5)
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町
職
員
の
人
事
行
政
運
営
の
状

況
に
つ
い
て
、
公
表
し
ま
す
。

▼
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　

平
成　

年
度
の
職
員
数
は
１
５

19

２
名
。
部
局
ご
と
で
は
、
町
長
部

局
１
２
４
名
、
教
育
委
員
会
部
局

　

名
、
農
業
委
員
会
部
局
２
名
、

24議
会
部
局
２
名
で
す
。

▼
給
与
の
状
況

　

職
員
（
特
別
会
計
及
び
出
向
・

派
遣
職
員
除
く
）
１
３
４
名
の
給

与
費
は
、
給
料
５
億
２，
２
６
２

万
円
、
職
員
手
当
７，
４
８
３
万

円
、
期
末
勤
勉
手
当
２
億
１，
７

１
２
万
円
、
合
計
８
億
１，
４
５

６
万
円
で
１
人
当
た
り
の
平
均
給

与
費
年
額
約
６
０
８
万
円
で
す
。

▼
勤
務
時
間
の
状
況

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
午
前
８
時

　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
、

30

30

休
憩
時
間
は　

分
で
す
。
ま
た
、

60

年
次
有
給
休
暇
の
平
成　

年
平
均

19

取
得
日
数
は
６
・
６
日
で
す
。

▼
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
状
況

　

館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和
町
３

市
町
の
地
域
課
題
合
同
研
修
な
ど

を
含
め
る
と
、
延
べ
２
０
６
名
の

職
員
が
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
勤
務
成
績
の
評

定
は
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し

15

て
い
ま
す
。

※
な
お
、
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒

処
分
の
状
況
、
服
務
の
状
況
、
福

祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況
な
ど

を
含
む
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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６
月　

日　

、
群
馬
県
総
合
ス

28

(土)

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
第　

回
交
通

43

安
全
子
ど
も
自
転
車
群
馬
県
大
会

が
行
わ
れ
、
南
小
学
校
か
ら
２

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

　

チ
ー
ム
の
う
ち
Ａ
チ
ー
ム
が
７

22位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が　

位
、
個
人
の

19

部
で
は 
吉  
井  
雅  
人 
く
ん（
６
年
生
）

よ
し 
い 
ま
さ 
と

が
９
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

自
転
車
県
大
会
で

南
小
児
童
が
大
健
闘
！

町
の
人
事
行
政　

公
表
し
ま
す

秘
書
政
策
グ
ル
ー
プ �
内
線
１
１
２

行
政
安
全
グ
ル
ー
プ　
 �
内
線
１
２
１

９位入賞の
吉井雅人くん

　７月１日付けの告示の結果、13名の農業委員が当選され
ました。また、町議会の推薦者３名、群馬板倉農協１名と
邑楽土地改良区１名の団体推薦者を合わせて18名の新しい
農業委員が決まりました。
　農業委員の主な業務は、農地法に基づく農地の貸借や売
買、農地転用などの審議や遊休農地対策など町農業全般に
渡ります。また、農地パトロールや農地相談など定期的な
活動を行い、指導や助言をするとともに、町農政へ反映さ
せる役割も担っています。

農業委員が改選

前列左より

○ 北  山  圭  一  郎 さん
きた やま けい いち ろう

（会長職務代理者）

 猿  山  菊  代 さん
さる やま きく よ

後列左より

 加  増  公  男 さん
か ぞう きみ お

 春  山  
はる やま

 登  さん
のぼる

前列左より

◎ 荒  井  嘉  一  郎 さん
あら い か いち ろう

（会長）

 杤  本  悦  男 さん
とち もと えつ お

後列左より

 川  島  
かわ しま

 実  さん
みのる

 川  村  
かわ むら

 昇  さん
のぼる

前列左より

 小  野  久  雄 さん
お の ひさ お

 荻  野  
おぎ の

 廣  さん
ひろし

 岡  島  一  男 さん
おか じま かず お

後列左より

 伊  藤  元  雄 さん
い とう もと お

 北  村  邦  夫 さん
きた むら くに お

 田  口  昌  平 さん
た ぐち しょう へい

前列左より

 高  際  義  大 さん
たか ぎわ よし お

 石  川  貞  夫 さん
いし かわ さだ お

後列左より

 飯  島  健  市 さん
いい じま けん いち

 増  田  滿  智  子 さん
ます だ ま ち こ

農業委員会 �内線４１３
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行
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ル
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第　

行
政
区
で
は
、地
域
住
民

10

の
健
康
福
祉
及
び
世
代
間
の
交
流

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、健
康
増
進
備
品
な
ど
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第　

行
政
区
で
は
、
区

29

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
防
災

倉
庫
、
投
光
器
、
発
電
機
、
拡
声

器
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
備
品
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
助
成
を
受
け

た
も
の
で
す
。
全
国
で
発
売
さ
れ

る
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、

こ
う
し
た
地
域
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
と
防
災
意
識
の

向
上
を
目
指
し
て
！

旭
日
小
綬
章
受
章　

県
政
に
ご
尽
力

　

前
群
馬
県
議
会
議
員 
矢
口   
昇 

や
ぐ
ち 

の
ぼ
る

氏
が
、
平
成　

年
春
の
叙
勲
に
お

20

い
て
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
、

こ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
た
め
、
町

主
催
の
叙
勲
受
章
祝
賀
会
が
７
月

５
日　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

(土)

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
口
氏
は
５
期　

年
間
に
わ
た

20

り
群
馬
県
政
に
ご
尽
力
な
さ
れ
、

平
成　

年　

月
に
は
群
馬
県
議
会

15

12

議
長
に
就
任
。
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
、
東
武
日
光
線
の
新
駅
設

置
、
邑
楽
東
部
第
一
、
第
二
排
水

機
場
の
整
備
と
い
っ
た
総
合
的
な

邑
楽
東
部
総
合
開
発
の
功
績
な
ど

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
章
を
記
念
し
て
矢
口

氏
よ
り
町
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
寄
贈

さ
れ
、
同
日
、
そ
の
除
幕
式
を
板

倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー

北
側
の
歩
道
で
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
彫
刻
家
・ 
中  
村  
優  
子 
さ
ん
の

な
か 
む
ら 
ゆ
う 

こ

作
品「 
環 
」で
、新
し
い
板
倉
町
を
見

か
ん

守
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
人
沼
地
権
者
で
構
成
す
る

「
行
人
沼
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

（
代
表 
栗  
原  
和  
男 
さ
ん
・
会
員　

名
）

く
り 
ば
ら 
か
ず 
お

22

が
平
成　

年
度
環
境
省
「
水
・
土

20

壌
環
境
保
全
活
動
功
労
者
表
彰
」

（
団
体
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
地
域
の
水
環
境
保
全
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
個
人
や
団
体

に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。
会
で
は

　

年
以
上
に
わ
た
り
清
掃
、
草
刈

30り
、
看
板
の
修
繕
や
水
質
の
浄
化

な
ど
、
行
人
沼
の
保
全
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

行
人
沼
は
、
昭
和　

年
に
動
植

53

物
が
調
和
の
と
れ
た
状
態
で
生
息

す
る
県
内
で
も
数
少
な
い
沼
と
し

て
「
群
馬
県
自
然
環
境
保
全
地
域

（
特
別
地
区
）」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
表
彰
は
わ
た
し
た
ち
の
励
み
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
や
釣
り
桟
橋
を
無
断
で
設
置

す
る
人
が
い
ま
す
。
一
部
の
心
な

い
人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
貴
重
な
沼
を
後
世
に
残
し
て

い
き
た
い
」
と
栗
原
さ
ん
は
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰　

後
世
に
残
し
た
い

資
源
化
セ
ン
タ
ー �
　

－

５
３
７
１

82

秘
書
政
策
グ
ル
ー
プ �
内
線
１
１
１

７月９日(水)、行人沼の清掃に参加した会の皆さん

  10区共盛サロン内の
  健康器具

  29区の防災倉庫内の
  発電機、拡声器など

(7)
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児
童
扶
養
手
当　

自
立
を
支
援

　

県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
支
給
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か

た
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
児
童
を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な

ど
の
母
親
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
か
た

○　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
り
、

31

父
と
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

・
父
母
が
離
婚　

・
父
が
死
亡

・
父
が
重
度
の
障
害
者　

・
父
の

生
死
が
不
明　

・
父
か
ら
一
年
以

上
遺
棄　

・
父
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

手
当
額
（
月
額
）　

９，
８
５
０
円
〜
４
１，
７
２
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た

手
当
額
（
月
額
）　

１
級　

５
０，
７
５
０
円

２
級　

３
３，
８
０
０
円

※
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

が
必
要
な
か
た
へ
は
別
途
通
知
し

ま
す
。

福
祉
グ
ル
ー
プ �
内
線
３
１
１

　

７
月
１
日
付
け
で
、 
森  
田  
孝  
市 

も
り 
た 
こ
う 
い
ち

さ
ん
が
板
倉
消
防
団
団
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。「
宇
治
川
前
団
長

が
築
き
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
団
結

力
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し

て
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害

か
ら
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

新
団
長
に
就
任

地
域
の
安
全
守
り
ま
す

行
政
安
全
グ
ル
ー
プ　�
内
線
１
２
２

板倉消防団団長
森田孝市さん

災害時に備え

太田社会保険事務所　　　　　　�４９－３７１２

行政安全グループ �内線１２２

必ずご確認ください

　社会保険庁では、４月からす

べての年金受給者に、６月から

加入者のかたに「ねんきん特別

便」をお届けします。

◆緑色の封筒でお届けします

・年金を受けているかた…

　４月～５月までの間

・現役加入者のかた…６月～10月までの間

◆年金記録のご確認をお願いします

・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認く

　ださい。また、「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場

　合も必ずご回答ください。

※３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いたかた

は、年金記録にもれがある可能性が高いかたです。

※ご質問やお問い合わせは「ねんきん特別便専用ダイヤル」

�０５７０－０５８－５５５

「ねんきん特別便」お届けします

　７月14日（月）、町と三国コカ・コーラボトリング�

群馬支社との間で、災害時における救援物資提供に

関する協定調印式が執り行われました。

　災害時における飲料水の優先的な安定供給への協

力のほか、同社の社会貢献活動の一環として、役場第

２庁舎に設置してあるメッセージボード付き自動販

売機内の在庫製品を災

害時に無償提供してい

ただけるものです。　

　町では、災害発生時

に、町民の皆様にすみや

かに支援物資を供給で

きるよう、今後も各種企

業との応援協定を予定

しています。

  災害時救援物資提供協定を締結

◆配信内容
○防犯情報　○防災情報
○緊急情報　○一般行政情報
※登録は下記ＵＲＬから
 ht t p: / / www. t own. i t akur a.
gunma. j p/ mobi l e/ mobi l e_001
mai l . ht ml
問合せ　情報広報グループ　�内線１５１
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▼
事
業
経
過

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
平
成
２
年
９
月

の
東
洋
大
学
の
板
倉
町
進
出
決
定
を
受
け

て
、
群
馬
県
が
事
業
主
体
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
平
成
６
年
に
建
設
工
事
が
始
ま

り
、
平
成
９
年
３
月
の
東
武
日
光
線
板
倉
東

洋
大
前
駅
開
業
、
同
年
４
月
東
洋
大
学
板
倉

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
、
平
成　

年
４
月
街
び
ら

10

き
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
戸
建
住
宅
の
分
譲

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
現
在
の
計
画

事
業
面
積　

約
２
１
８　
ha

計
画
戸
数　

３，
４
０
０
戸

（
戸
建
２，
７
０
０
戸　

集
合
７
０
０
戸
）

計
画
人
口　

約
１
２，
０
０
０
人

▼
事
業
進
捗
状
況
と
計
画
見
直
し
の
背
景

　

平
成　

年
６
月
末
ま
で
に
、
住
宅
地
７
４

20

８
区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、
計
画
比
で
は
約

　

％
の
進
捗
状
況
で
す
。
ま
た
、
少
子
化
な

22ど
の
影
響
で
住
宅
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
住
宅
販
売
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
後
、
現
計
画
ど
お
り
に
分
譲
を
進
め

た
場
合
に
は
、
戸
建
住
宅
だ
け
で
も
約
２，

０
０
０
戸
の
分
譲
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の

分
譲
ペ
ー
ス
で
は　

年
以
上
か
か
る
も
の

50

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
早
期
の

街
づ
く
り
を
住
民
は
も
ち
ろ
ん
各
方
面
か

ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
は

住
民
が
働
け
る
企
業
も
少
な
い
た
め
、
企
業

誘
致
の
実
現
と
そ
れ
に
伴
う
税
収
の
確
保

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
事
業
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
見
直
し
の
概
要

計
画
戸
数　

約
１，
５
０
０
戸

（
戸
建
住
宅
の
み
）

計
画
人
口　

約
５，
０
０
０
人
。

　

見
直
し
を
行
う
区
域
は
、
上
図
の【
Ａ
】

【
Ｂ
】【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
部
分
で
、
内
容
は
次
の
と

　

群
馬
県
と
町
で
取
り
組
ん
で
い

る
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
早
期
の
街
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成　

年
秋
を
目
指

21

し
て
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

　

計
画
の
見
直
し
内
容
と
、
群
馬
県

企
業
局
と
町
の
共
催
で
６
月
中
に

開
催
し
た
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住

民
説
明
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

板倉ニュータウン見直し区域図

(9) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

お
り
で
す
。

【
Ａ
】の
部
分
に
つ
い
て

　

用
途
地
域
を
住
居
専
用
地
域
か
ら
準
工

業
地
域
に
変
更
し
、
企
業
誘
致
を
図
り
ま
す
。

　

企
業
の
立
地
に
よ
り
雇
用
の
増
大
や
昼

間
人
口
が
増
加
し
、
こ
れ
に
よ
り
商
業
施
設

な
ど
利
便
施
設
の
誘
致
が
図
れ
、
地
域
の
活

性
化
と
早
期
の
街
づ
く
り
が
進
む
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、
住
環
境
へ
の

影
響
を
極
力
与
え
な
い
よ
う
な
企
業
を
誘

致
し
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は
、
企
業
の
立

地
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
必
要
が
あ
れ
ば
環
境
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
な
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

地
区
計
画
で
周
辺
に
緑
地
帯
を
設
け
た

り
高
木
を
植
樹
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
制
限
を
か
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

土
地
利
用
計
画
上
計
画
さ
れ
て
い
た
幼

稚
園
用
地
、
小
学
校
用
地
は
、
児
童
数
の
状

況
か
ら
新
設
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
用
地
は

確
保
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

【
Ｂ
】の
部
分
に
つ
い
て

　

用
途
地
域
を
住
居
専
用
地
域
か
ら
住
居

地
域
に
変
更
し
、
小
規
模
な
店
舗
な
ど
も
立

地
で
き
る
よ
う
に
立
地
の
間
口
を
広
げ
て

販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
Ｃ
】の
部
分
に
つ
い
て

　

用
途
地
域
は
住
居
専
用
地
域
で
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
集
合
住
宅
用
地
、
中
学
校

用
地
と
し
て
あ
る
区
域
を
戸
建
住
宅
用
地

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

集
合
住
宅
用
地
は
、
県
営
住
宅
や
民
間
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
事

業
者
が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
戸
建

住
宅
用
地
と
し
、
早
期
分
譲
を
図
り
ま
す
。

　

中
学
校
用
地
は
、
生
徒
数
の
状
況
か
ら
新

設
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
用
地
は
確
保
し
な

い
こ
と
と
し
ま
す
。

【
Ｄ
】の
部
分
に
つ
い
て

　

用
途
地
域
を
住
居
専
用
地
域
か
ら
近
隣

商
業
地
域
に
変
更
し
、
立
地
の
間
口
を
広
げ

て
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
説
明
会
概
要

開
催
日
時　

６
月　

日　

・　

日　
　

計
４
回

21

(土)
22

(日)

開
催
場
所　

東
部
公
民
館

出
席
世
帯
数　

１
９
４
世
帯
（
対
象
世
帯
は

７
８
９
世
帯
）

※
欠
席
者
へ
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売

セ
ン
タ
ー
で
内
容
説
明

説
明
会
で
の
主
な
質
疑
応
答

Ｑ　

な
ぜ
今
、
計
画
見
直
し
な
の
か
？

Ａ　

事
業
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
早
期
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
各
方
面
か
ら
要
望
が
出
さ

れ
て
き
た
こ
と
、
今
年
５
月
に
事
業
を
所
管

す
る
国
土
交
通
省
か
ら
計
画
見
直
し
の
方

針
に
つ
い
て
了
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
平
成　

年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
５

21

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
都
市
計
画
の
定
期
見

直
し
に
あ
わ
せ
て
計
画
変
更
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

計
画
見
直
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ　

今
回
の
計
画
見
直
し
に
は
県
・
町
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
、
用
途

地
域
・
地
区
計
画
の
変
更
な
ど
の
都
市
計

画
手
続
き
を
平
成　

年
秋
を
め
ざ
し
て
行

21

う
必
要
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
こ
の
変
更
案

で
進
め
、
今
後
、
都
市
計
画
の
手
続
き
の
中

で
、
細
か
い
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

準
工
業
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
工
場

が
建
つ
の
か
？

Ａ　

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、
東
洋
大
学

生
命
科
学
部
と
の
連
携
が
で
き
る
よ
う
な

食
品
や
環
境
関
係
な
ど
の
企
業
が
好
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
、
町
と
企
業
局
と
で
十
分

協
議
し
て
危
険
物
、
騒
音
、
悪
臭
、
煙
な
ど

に
よ
り
住
環
境
に
影
響
の
出
る
よ
う
な
業

種
は
誘
致
し
な
い
方
針
で
す
。

Ｑ　

小
中
学
校
の
予
定
地
が
変
わ
る
が
、
今

後
若
い
人
が
入
っ
て
き
た
時
に
小
中
学
校

が
な
い
と
不
便
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
土
地
利
用
計
画
上
、

小
中
学
校
用
地
と
し
て
計
画
は
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
小
中
学
校
と
も
今
後
の
入
学
者

数
を
考
慮
し
て
、
新
設
す
る
必
要
性
が
な
い

た
め
計
画
か
ら
除
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
東
洋

大
学
を
中
心
に
、
誇
れ
る
学
園
都
市
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
環
境
に
十

分
配
慮
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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ベストを尽くし

＜最優秀個人賞＞＜大会結果＞

 須  藤  好  男 ( 4)
す とう よし お

指揮者第１分団優　勝

 小  野  田  善  友 ( 3)
お の だ よし とも

１番員第２分団準優勝

 長  谷  見  晶  広 ( 1)
は せ み あき ひろ

２番員第３分団第３位

 阿  部  孝  司 ( 3)
あ べ たか し

３番員第４分団第３位

 福  知  光  徳 ( 1)
ふく ち みつ のり

４番員第５分団第３位

※敬称略、（　）内は分団名

　６月29日(日)  、中央公園広場で消防技術の向上と

消防団員の士気の高揚を図ることを目的に、第35回

板倉消防団ポンプ操法競技大会が実施されました。

　悪天候のなか、各分団ともに選手と団員が一丸と

なり、約３か月間の厳しく苦しい練習の成果を発揮

しました。優勝した第１分団は、７月27日(日)に館

林市内で行われた館林地区消防組合消防団ポンプ操

法競技大会に出場しました。

着物で美しく
　６月23日(月)、東洋大学板倉キャン

パスで日本事情特別講座として、東洋

大国際地域学部留学生を対象に着物着

付け教室が行われました。講師の先生

は、「着物は、日本人の美しさを最も引

き出してくれる服装です。良質素材で

丁寧に作られた着物は親子３代１００

年着ることができます」と説明しまし

た。国際地域学部２年生で韓国出身の

 張  
チャン

 智恩 さんは、「帯で締め付けられて
ヂウン

おなかがきつい感じがしますが、きれ

いな柄で心が落ち着きます。今年の夏

はゆかたを着て花火大会を見に行きた

いです」と話しました。

(11) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

ダンス・ライブ
盛り上がった七夕祭

現場を見学し
町のごみ処理を学習

願いを込めて

６月25日(水)、東小学校

の児童39名が資源化セ

ンターを見学、町のご

み処理を学びました。

　６月21日(土)、板倉高等学校で中学生を対象に学校説明

会と授業公開が行われました。参加した中学生たちは、各

教室で行われている授業や図書室などを興味深く見学し、

その後行われた模擬授業にも参加、工夫された分かりやす

い授業を体験しました。また、午後には一般のかたを対象

とした公開講座も開催されました。

７月６日(日)、ふれあい

公園野外ステージで東

洋大学生による七夕祭

が行われました。

　７月３日(木)、板倉保育園で「七夕ふれあいほいく」が

行われました。招待された園児のおじいちゃん、おばあ

ちゃんたちは、子どもたちといっしょにかわいい願いごと

の書かれた短冊を、竹笹に飾り付けしました。七夕の歌や

フォークダンス、ゲーム「ゴーゴーでんしゃ」であそんだ

り、人形劇の鑑賞など楽しいひとときを過ごしました。

知られざる
昆虫の世界を！

北欧文化に触れる
デンマーク 刺繍 教室

ししゅう

７月５日(土)、わたらせ

自然館で講師に 金  杉  隆  雄 
かね すぎ たか お

さんを迎え、おもしろ昆

虫教室が行われました。

狙うぞ！ ストライク
スマイルボウリング

６月28日(土)、中央公民

館で19名のかたが参加

し、おもしろボウリン

グが行われました。
高校の授業を体験

６月25日(水)、南部公民

館で15名のかたが参加

し、デンマーク 刺繍 教
ししゅう

室が行われました。

熱中症を知ろう！
スポーツ少年団研修会

７月６日（日）、海洋セン

ターで「熱中症を知ろ

う」をテーマに講演会

が行われました。
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手
軽
で
自
由
な
絵
手
紙

　

サ
ル
ビ
ア
は
ど
こ
に
で
も
咲
い

て
い
る
真
っ
赤
な
花
。
北
部
公
民

館
の
絵
手
紙
教
室
が　

年
前
に
あ

10

り
、
そ
の
生
徒
た
ち
が
自
主
サ
ー

ク
ル
「
サ
ル
ビ
ア
会
」
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
は　

名
の
仲
間
た
ち

11

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
で
も
咲
い
て
い
る
花
や

採
れ
た
て
の
野
菜
で
す
ぐ
か
け
て

し
ま
う
の
が
、
絵
手
紙
の
良
さ
。

決
ま
っ
た
か
き
か
た
も
形
式
も
な

く
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
感
じ

た
ま
ま
に
自
由
に
か
き
ま
す
。
手

本
も
な
い
の
で
、
そ
の
人
ら
し
い

味
の
あ
る
楽
し
い
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
す
。

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
を
表
現
し

自
分
だ
け
の
一
枚
を

サルビア会　代表

 中  山  
なか やま

 順子 さん
じゅんこ

月２回、北部公民館で活
動する絵手紙サークル「サ
ルビア会」。身近にあるも
のを持ち寄り、題材にし
ます。楽しく和んだ雰囲
気でいつもみんな笑顔。

　

近
所
の
猫
が
フ
ン
を
し
た
り
、

ご
み
を
散
ら
か
し
た
り
し
て
困
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

飼
い
主
の
か
た
へ

　

通
常
、
猫
は
放
し
飼
い
で
飼
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ン
尿
や
庭
を

荒
ら
す
な
ど
の
苦
情
は
飼
い
主
の

努
力
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
す
。
た
と
え
近
所
の
家

の
猫
が
嫌
い
で
あ
っ
て
も
、
な
か

な
か
苦
情
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
飼
い
主
は
周
囲
に
も
気

遣
い
、
迷
惑
を
か
け
た
場
合
は
責

任
を
持
っ
て
対
処
し
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
首
輪
を
つ
け
て
、
野
良
猫
と
間

違
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。（
首

輪
に
連
絡
先
を
記
す
と
よ
い
）

○
フ
ン
尿
は
自
宅
の
決
ま
っ
た
場

所
で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
る
。

○
去
勢
・
避
妊
手
術
を
し
、
無
駄

に
繁
殖
が
行
わ
れ
な
く
し
、
野
良

猫
を
増
や
さ
な
い
。

 
野
良
猫
の
侵
入
防
止
対
策

　

比
較
的
効
果
の
あ
る
方
法
を
あ

げ
ま
し
た
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

○
猫
が
入
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を

す
る
。

○
ゴ
ミ
の
処
理
を
適
切
に
し
て
、

荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
猫
用
の
忌
避
剤
を
使
用
す
る
。

○
米
の
と
ぎ
汁
、
柑
橘
系
の
皮
、

ホ
オ
ズ
キ
の
実
を
ほ
ぐ
し
た
も

の
、
赤
唐
辛
子
を
切
っ
た
も
の
、

コ
シ
ョ
ウ
、
玉
ネ
ギ
の
薄
切
り
、

コ
ー
ヒ
ー
の
カ
ス
な
ど
を
ネ
コ
の

通
り
道
に
散
布
す
る
。

○
猫
の
通
り
道
、
フ
ン
を
す
る
場

所
に
水
を
ま
き
、
い
つ
も
水
浸
し

に
し
て
お
く
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
は
一
度
で
効
果

の
あ
が
る
も
の
で
は
な
く
、
猫
に

こ
の
場
所
は
不
快
な
場
所
だ
と
覚

え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
根

気
よ
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

�
　

－

５
３
７
１

82

近
所
の
猫
に

困
っ
て
い
ま
す

飼
い
主
の
努
力
で

改
善
さ
れ
ま
す

(13) 広報いたくら　Ｈ20．８．１ �楽しい情報や話題、「Tomor r ow」、「Baby St ar」への自薦・他薦などお気軽に
お寄せください。　�82- 1111　�82- 1300　�g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

身
の
回
り
の
豊
富
な
題
材

　
「
毎
年
、
旬
の
さ
や
え
ん
ど
う

を
か
い
て
も
、
去
年
と
違
う
発
見

が
あ
り
ま
す
」
と
代
表
の
中
山
さ

ん
（
細
谷
在
住
）。
い
つ
も
の
飾
ら

な
い
語
り
口
は
、
周
囲
を
笑
顔
で

あ
ふ
れ
さ
せ
、
入
会
し
た
ば
か
り

の 
小  
嶋  
弘  
子 
さ
ん
も
温
か
く
包
み

こ 
じ
ま 
ひ
ろ 
こ

こ
み
ま
す
。
小
嶋
さ
ん
は
、
上
手

に
で
き
た
と
い
う
初
回
作
の
カ
ブ

に
続
き
、
今
日
は
、
旅
行
土
産
の

ミ
カ
ン
と
意
欲
作
は
続
き
ま
す
。

　
「
割
り
ば
し
で
線
を
描
い
て
い

ま
す
。
豪
快
で
味
わ
い
深
い
線
が

生
ま
れ
、
個
性
的
な
絵
手
紙
に
な

る
の
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、　

年
前
か
ら
か
き
続
け
、
割

10

り
ば
し
絵
手
紙
の
講
師
の
資
格
を

取
得
さ
れ
た 
根  
岸  
依  
子 
さ
ん
。
熱

ね 
ぎ
し 
よ
り 
こ

心
な
指
導
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ク
ン
シ
ュ
ラ
ン
が
咲
い
た
と

き
、
と
っ
さ
に
か
い
た 
大  
谷  
美  
智 

お
お 
た
に 
み 

ち

 
子 
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
合
間
に

こも
筆
な
ら
ぬ
割
り
ば
し
を
握
り
ま

す
。
青
森
旅
行
で
食
し
た
ホ
タ
テ

を
一
気
に
か
き
あ
げ
た 
清  
水  
由  
貴 

し 
み
ず 
ゆ 

き

 
子 
さ
ん
。
あ
る
日
の
夫
の
酒
の
さ

こか
な
だ
っ
た
カ
ツ
オ
の
刺
身
も
乙

な
作
品
で
す
。
絵
を
か
く
の
は
好

き
だ
け
ど
言
葉
は
苦
手
と
い
う 
高 たか

 
際  
サ  
キ  
子 
さ
ん
。
採
れ
た
て
の
玉

ぎ
わ 
さ 

き 

こ

ネ
ギ
の
絵
に
「
健
康
で
血
液
サ
ラ

サ
ラ
」
と
字
を
書
き
入
れ
ま
し
た
。

　

心
の
こ
も
っ
た
一
枚
を

　
「
色
や
形
が
似
て
い
る
か
ど
う

か
よ
り
も
、
見
た
ま
ま
感
じ
た
ま

ま
を
表
現
す
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
す
。
上
手
に
か
こ
う
と
い
う
気

持
ち
を
捨
て
て
、
心
を
こ
め
て
か

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
自
分

だ
け
の
絵
手
紙
は
、
も
ら
っ
た
人

を
も
う
れ
し
く
さ
せ
る
特
別
な
一

枚
と
な
る
は
ず
で
す
」
と
中
山
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

個
性
豊
か
に
表
現
さ
れ
た
身
の

回
り
に
あ
る
も
の
た
ち
。
そ
れ
ら

に
囲
ま
れ
楽
し
い
毎
日
を
送
る
と
、

き
っ
と
心
も
豊
か
に
な
れ
る
で

し
ょ
う
。
絵
手
紙
を
多
く
の
人
に

広
げ
、
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
幸

せ
な
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

　

広
報
編
集
委
員　

野
中
久
美
子

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

栃
木
県
内
の
専
門
学
校
に
通
い

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
高
校
１
年
生
の
こ
ろ
、

テ
レ
ビ
で
内
外
面
の
美
し
さ
を
引

き
出
す
た
か
の 
友  
梨 
さ
ん
を
見
て

ゆ 

り

感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
の
美
し
さ

を
引
き
出
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
国
際
資
格
で

あ
り
、
最
高
の
権
威
を
持
つ
ラ
イ

セ
ン
ス
と
い
わ
れ
る
シ
デ
ス
コ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
の
資
格
取
得
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
は
国

内
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
も
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
う
れ

し
い
で
す
。

 鈴  木   絢 さん（板倉在住）
すず き あや

昭和63年生まれ　19歳〔血液型Ｏ型〕
板倉は、自然が豊富で住みやすいです。

 石  井   凜  星  くん
い し  い り ん  せ い

○生年月日　平成19年11月 23日
　体重3, 418ｇのかわいい男の子

� 祐  哉 パパと
まさ や

 麻  美 ママから
あさ み

　元気でやさしい男の子になってね。
お友達いっぱいできるといいね！

　正解者の中から、抽選で５名のかた
にすてきな賞品をプレゼントします。
たくさんご応募をお待ちしています！

【今月の問題】
　ボランティアセンターが、全国の社
会福祉協議会に設置されるようになっ
たのは何年ごろからでしょうか？

応募方法　はがき、またはメールにク
イズの答え、住所、氏名(ペンネーム希
望の場合は記載ください）、年齢、町や
広報紙に対するご意見、ご感想などを
明記し、送ってください。
あて先　〒３７４－０１９２
板倉町役場情報広報グループ
「広報クイズ」係
�g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p
締切　８月20日(水)
【７月号の答え】
大久保祭保存会
【当選者】
枝　陽子さん
根岸育子さん
福岡ツネさん
釣り人さん
ももさん
（フリガナ略）
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◆
昆
虫
展
「
世
界
の 
蝶 
」

ち
ょ
う

期
間　

８
月　

日　

ま
で

24

(日)

　
　
　
（
現
在
開
催
中
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

◆
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
報
告
展

期
間　

８
月
１
日　

〜　

日　

(金)

31

(日)

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

　

７
月　

日　

〜　

日　

の
３
日

19

(土)

21

(祝)

間
、
小
学
校
５
年
生
を
対
象
と
し

た
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
主
催
の
林
間
学
校
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

◆
妙
義
山
登
山

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
登
山

日
和
。
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
登
り

ま
し
た
。
登
山
最
高
標
高
の
第
４

石
門
か
ら
見
た
景
色
は
、「
上
毛

か
る
た
」
そ
の
ま
ま
。

◆
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　

火
の
神
の
儀
式
に
始
ま
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
と
っ
て
も
盛

り
上
が
り
、
み
ん
な
大
興
奮
。

◆
火
起
こ
し

　

ま
ず
は
火
起
こ
し
を
し
、
種
火

を
作
り
ま
す
。
最
初
は
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
火
起
こ
し

が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

◆
野
外
炊
飯
・
野
外
調
理

　

材
料
の
仕
込
み
か
ら
始
め
た
カ

レ
ー
作
り
。
み
ん
な
で
作
っ
て
、

野
外
で
食
べ
た
カ
レ
ー
の
味
は
も

う
格
別
。

◆
妙
義
ふ
る
さ
と
美
術
館

　

林
間
学
校
を
出
発
し
た
後
は
、

富
岡
市
立
妙
義
ふ
る
さ
と
美
術
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
展
望
台
か
ら

の
眺
め
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

　

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
る
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成
長
す
る

時
期
で
す
。
成
長
す
る
過
程
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も
生
じ
ま
す
。

そ
の
悩
み
を
自
分
で
解
決
で
き
る

子
も
い
ま
す
が
、
相
談
も
で
き
ず

に
解
決
で
き
な
い
で
悩
ん
で
い
る

子
や
そ
の
保
護
者
の
か
た
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
き
た
く
、
教
育
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
程　

広
報
紙
裏
表
紙
に
掲

載
の
「
８
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　
�
　

－

０
８
３
４

82

来
所
相
談　

電
話
で
予
約
し
て
中

央
公
民
館
２
階
の
教
育
相
談
室
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各
公
民
館
で
は
、
夏
休
み
期
間

中
、
公
民
館
の
空
き
室
を
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
各
公
民
館
へ
来
館
し
て

夏
休
み
の
宿
題
や
自
主
学
習
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
主
学
習
の
た
め
に

公
民
館
を
開
放
し
ま
す

　
　

貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
！

楽
し
か
っ
た     　

  　
　

林
間
学
校
！

138名の児童が参加しました

夏
休
み
期
間
中
の

　

教
育
相
談
の
ご
案
内

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　
　
　

（
月
・
火
曜
日
は
休
館
日
）

�
中
央
公
民
館

(15) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436　　南部公民館　�82- 1424 �兼用
東部公民館　�82- 1241 �80- 4047　　北部公民館　�77- 1855 �77- 1854
海洋センター　�82- 0858 �82- 0899　　わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

◆
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

期
日　

８
月　

日　

・
９
月
２
日

26

(火)

　

・
９
日　

(火)

(火)

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と

が
な
い
初
心
者
の
た
め
に
、
文
字

打
ち
か
ら
ワ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
な
ど
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

対
象　

一
般
成
人　

人
20

参
加
費　

１，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

８
月　

日　
16

(土)

※
今
ま
で
に
受
講
し
た
か
た
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
て
参
加

の
か
た
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

◆
男
性
め
ん
打
ち
教
室

期
間　

９
月
〜
１
月
（
全
５
回
）

　
　
　

第
３
日
曜
日

初
回　

９
月　

日　
21

(日)

時
間　

午
後
６
時
〜
（
初
回
の
み

午
後
５
時
〜
）

内
容　

手
打
ち
う
ど
ん
・
そ
ば
の

実
技

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

費
用　

１
回
１，
０
０
０
円

対
象　

初
心
者
及
び
経
験
年
数
２

年
以
下
の
か
た　

名
15

◆
天
然
み
そ
作
り
予
約
受
付
開
始

　

ご
家
族
の
た
め
に
無
添
加
の
み

そ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
付
開
始　

８
月
５
日　

〜
(火)

※
１
組
４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

◆
お
は
な
し
会
を
開
催

・
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　

８
月　

日　
23

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分
〜

10

30

場
所　

中
央
公
民
館

・
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　

８
月　

日　
23

(土)

　
　
　

午
前　

時
〜

10

場
所　

東
部
公
民
館

　
「
早
く
早
く
」、「
何
や
っ
て
る

の
」、「
ど
う
し
て
そ
う
な
の
」
と

言
わ
れ
て
ば
か
り
で
は
、
子
ど
も

は
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
相
手
を
う
ま
く
い
か
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
プ
ロ

が
、
子
ど
も
が
自
信
を
持
つ
言
葉

か
け
と
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
教
え
ま
す
。

講
師　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
認
定
コ
ー
チ 
渡  
辺  
照  
子 
さ
ん

わ
た 
な
べ 
て
る 
こ

期
日　

８
月
９
日　
(土)

時
間　

午
後
２
時
〜

場
所　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

対
象　

一
般
町
民

主
催　

板
倉
町
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

�
内
線
６
２
３

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
中
央
公
民
館

南
部
公
民
館

　
期
日　

９
月　

日　
28

(日)

場
所　

渡
良
瀬
ゴ
ル
フ
場

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

定
員　

先
着　

組
（
２
０
０
名
）

50

申
込
方
法　

８
月　

日　

ま
で
に
、

10

(日)

海
洋
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
５
日
〜　

月
７
日

11

　
　
　
　
（
毎
週
土
曜
日
全　

回
）

10

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

栃
木
県
藤
岡
町
弓
道
場

参
加
費　

１，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
料
な
ど
）

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

申
込
方
法　

８
月　

日　

ま
で
に
海

30

(土)

洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
！

－
参
加
者
募
集－

　

弓
道
教
室
（
後
期
）

－

参
加
者
募
集－

全公民館、わた
らせ自然館、海
洋センターは休
館します。

氏名（敬称略）行政区

 檀  原  
だん ばら

 諭 
さとし

１区

 上  岡  季  之 
かみ おか とし ゆき

５区

 八  木  美  佐  枝 
や ぎ み さ え

10区

 野  本  
の もと

 恵 
めぐみ

11区

 岩  村  厚  子 
いわ むら あつ こ

30区

 川  田  義  幸 
かわ だ よし ゆき

14区

 小  林  利  之 
こ ばやし とし ゆき

29区

新任の体育指
導員さんです
　町 民 体 育
祭など町ス
ポーツ振興
にご活躍い
ただきます。
２年間よろ
しくお願い
します。

檀原 諭 さん上岡季之 さん

岩村厚子 さん川田義幸 さん

八木美佐枝 さん

小林利之 さん

野本 恵 さん

◆申込先・受付
　８月５日（火）～
※各公民館へ電話で
　お申し込みください
（月曜日・祝日は休館日）

子
ど
も
に
自
信
を

つ
け
さ
せ
る
言
葉
か
け

公
民
館
の
イ
ベ
ン
ト

講師　渡辺照子さん



( 16( 16))��板倉町役場板倉町役場　��８２－１１１１８２－１１１１　��８２－１３００８２－１３００　��g- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. jg- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j pp

・
身
体
障
害
者
手
帳　

１
、
２
級

　

ま
た
は
視
覚
・
聴
覚
障
害
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

　

１
級

・
療
育
手
帳　

障
害
程
度
Ａ

申
請
に
必
要
な
も
の　

各
障
害
者

手
帳
、
印
鑑

事
前
申
請
開
始
日　

８
月
１
日　
(金)

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
１
２

　

子
ど
も
の
注
意
す
る
症
状
・
け

が
を
テ
ー
マ
に
健
康
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

８
月　

日　
　

午
後
４
時

26

(火)

場
所　

館
林
厚
生
病
院

講
師　

小
児
科
医 
須  
藤   
哲  
先
生

す 
ど
う 

て
つ

協
賛　

館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院

�
　

－
３
１
４
０

72

※
対
象
者
が
、
死
亡
・
転
出
な
ど

の
理
由
で
条
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
該
当
し
な
く

な
っ
た
月
分
ま
で
を
ご
家
族
に
支

給
し
ま
す
。

申
請
期
限　

９
月　

日　
12

(金)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
ま

た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証　

②
郵
便
局
以
外
で
、
対

象
者
本
人
名
義
の
通
帳　

③
印
鑑

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
１
１

　

障
害
者
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
、　
10

月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
全
額
免
除
に
な
る
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
お
持
ち
の
か
た
が
い
る

世
帯
で
、
世
帯
構
成
員
全
員
が
町

民
税
非
課
税
の
世
帯

○
半
額
免
除
に
な
る
世
帯

手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
が
世
帯
主

で
、
受
信
契
約
者
で
あ
る
次
の
よ

う
な
世
帯

い
。
な
お
、
記
録
媒
体
は
問
い
ま

せ
ん
。

※
デ
ー
タ
記
録
媒
体
は
返
却
い
た

し
ま
す
が
、
応
募
作
品
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

締
切
日　
　

月　

日　

12

12

(金)

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

入
選
発
表　

平
成　

年
１
月
中
旬

21

（
入
選
者
に
直
接
通
知
）

入
選
作
品　

原
板
（
ネ
ガ
）
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

情
報
広
報
グ
ル
ー
プ

�
内
線
１
５
１

対
象
者

①
承
認
期
間
が
９
月　

日
ま
で
の

30

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持
つ

町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
６
月　

日
ま
た
は

30

平
成　

年
６
月　

日
ま
で
の
小
児

21

30

慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
つ
児
童
の
保
護
者
で
、
町
内
在

住
の
か
た

支
給
額　

月
当
た
り
３，
０
０
０
円

※
４
月
〜
９
月
に
お
け
る
承
認
期

間
の
月
数
分

※
４
月
以
前
に
受
給
者
証
が
交
付

さ
れ
３
月
分
ま
で
の
見
舞
金
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
交
付

月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
か
た

テ
ー
マ　

テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
板
倉
町
に
関
す
る
季
節
感
あ

ふ
れ
る
も
の
や
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
撮
影
し
た
も
の

応
募
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

キ
ャ
ビ
ネ
版
ま
た
は
２
Ｌ
版
。
デ

ジ
タ
ル
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
解

像
度
３
０
０
万
画
素
以
上
の
カ
メ

ラ
を
使
用
し
、
高
画
質
モ
ー
ド
ま

た
は
Ｌ
サ
イ
ズ
で
撮
影
し
て
く
だ

さ
い
。（
い
ず
れ
も
横
位
置
に
限

り
ま
す
）

応
募
方
法　

作
品
裏
面
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
及
び
画
題
を
記

入
し
た
用
紙
を
は
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
、

同
事
項
を
記
入
し
た
用
紙
を
デ
ー

タ
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

年累計  202件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（５月16日～６月15日）
８件(   26件)�侵入窃盗
１件(   17件)�車上ねらい
２件(   18件)�自動販売機ねらい
２件(   ６件)�乗物盗難
２件(   24件)�その他の事件
６件(   34件)�人身事故
11件(   77件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

人　口　　１６，２５５人（－37）
　男　　　　８，１０３人（－20）
　女　　　　８，１５２人（－17）
世帯数　　　５，１９１戸（－６）

（　）内は前月比
平成20年７月１日現在

年累計  202件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（５月16日～６月15日）
８件(   26件)�侵入窃盗
１件(   17件)�車上ねらい
２件(   18件)�自動販売機ねらい
２件(   ６件)�乗物盗難
２件(   24件)�その他の事件
６件(   34件)�人身事故
11件(   77件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

町
県
民
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
２
期
）

納
期
限　

９
月
１
日　
(月)

問
合
せ　

課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

収
税
会
計
グ
ル
ー
プ

�
内
線
２
１
２
・
２
２
４

ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

写
真
応
募
く
だ
さ
い

支
給
し
ま
す

特
定
疾
患
見
舞
金

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

免
除
基
準
が
変
更
に

子
ど
も
の
け
が
な
ど

健
康
講
座
開
催

(17) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

　

８
月
１
日
付
け
で
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
７

月
下
旬
こ
ろ
か
ら
書
留
で
発
送
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
届
い
て

い
な
い
と
い
う
か
た
は
、
役
場
健

康
介
護
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
以
降
に
入
院
さ
れ

る
予
定
で
住
民
税
が
非
課
税
の
か

た
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
申
請
も
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
介
護
グ
ル
ー
プ

�
内
線
３
２
６

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

受
け
く
だ
さ
い
。

検
診
日　

９
月
８
日　
(月)

検
査
料　

無
料

対
象
者　
　

歳
以
上
の
町
民

40

※
た
だ
し
、
以
下
の
か
た
は
こ
の

検
診
の
該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
肝
臓
病
を
治
療
中
の
か
た

・
過
去
に
健
康
診
査
で
肝
炎
ウ
イ

　

ル
ス
検
診
を
受
け
た
か
た

・
病
院
な
ど
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

　

診
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
た

申
込
み
締
切
日　

８
月　

日　
19

(火)

※
申
し
込
み
さ
れ
た
か
た
に
は
、

後
日
案
内
を
送
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　
「
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
去
年
の　

月
に
公

12

布
さ
れ
、
今
年
の
７
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
決
定
基

準
や
罰
金
の
上
限
額
、
派
遣
労
働

者
へ
の
適
用
関
係
な
ど
に
つ
い
て

大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

（
罰
金
の
上
限
の
引
き
上
げ
な
ど
）

②
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

③
摘
要
除
外
の
見
直
し

（
適
用
除
外
許
可
規
程
の
廃
止
な
ど
）

④
派
遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃
金

に
つ
い
て

⑤
最
低
賃
金
額
の
表
示
は
時
間
額

の
み

※
複
数
の
最
低
賃
金
が
提
要
さ
れ

る
場
合
の
取
り
扱
い
な
ど
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

http://www.mhlw.go.jp

問
合
せ　

太
田
労
働
基
準
監
督
署

�
　

－

９
９
２
０

45

　ふれあい看護体験に参加してみませ
んか？

時間　午前９時～午後３時30分
内容　看護についての実体験をします
対象　16歳以上のかた（高校生を除く）
申込期日　８月30日(土)
申込み・問合せ
各施設の看護部長または担当者へご連
絡ください。
○館林厚生病院
�７２－３１４０
○海宝病院
�７４－０８１１
○慶友整形外科病院
�７２－６０００
○新橋病院
�７５－３０１１
○館林記念病院
�７２－３１５５
○蜂谷病院
�６３－０８８８
○新邑楽病院
�８８－５６７８

教科書では学べない
看護を実体験しよう

　

政
府
決
定
に
基
づ
き
、長
寿
医

療（
後
期
高
齢
者
医
療
）保
険
料
、

国
保
税
の
支
払
方
法
が
年
金
天

引
き
の
か
た
に
つ
い
て
、次
に
該

当
す
る
か
た
は
、申
し
出
に
よ
り

支
払
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
こ
れ
ま
で
国
保
税
の
滞
納
が

　

無
い
か
た

○
連
帯
納
付
義
務
者（
世
帯
主
ま

　

た
は
配
偶
者
）が
い
る
か
た
で

　

年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未

　

満
の
か
た

※
詳
し
く
は
課
税
グ
ル
ー
プ
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

課
税
グ
ル
ー
プ

�
内
線
２
１
２

支
払
方
法
を

変
更
で
き
ま
す

電話当 番 店曜日日月

82- 2152㈲佐山設備土２

８

82- 0537㈲根岸工業日３

82- 0126尾崎農機土９

82- 1025㈲鈴木設備日10

82- 0027㈲岩崎設備土16

82- 0001㈲しんえい設備日17

82- 0095山岸管工設備土23

82- 0261㈲小倉設備日24

77- 0057宇治川管工土30

82- 1856高田管工設備日31

77- 0358㈲長谷川設備土６

９

82- 2982土橋設備日７

82- 2152㈲佐山設備土13

82- 0537㈲根岸工業日14

82- 0126尾崎農機祝15

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　８月26日（火）

長
寿
医
療
の
保
険
証

更
新
さ
れ
ま
し
た

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
診

大
き
く
改
正
！

最
低
賃
金
法

募集人員場　　所日　　程

３名新橋病院９月17日(水)

３名蜂谷病院９月17日(水)

３名新邑楽病院９月18日(木)

２名海宝病院９月24日(水)

６～８名館林厚生病院９月24日(水)

３名館林記念病院９月24日(水)

２名慶友整形外科病院９月25日(木)



( 18( 18))

《広告》《広告》

職
種　

事
務
職
（
経
理
）

募
集
人
員　

１
名

要
件　

パ
ソ
コ
ン
の
エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
が
で
き
る
か
た

勤
務
場
所　

板
倉
町
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

保
険　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
の

適
用
あ
り

提
出
書
類　

履
歴
書

受
付
期
間　

８
月　

日　
29

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－

３
９
０
０

82

　

館
林
高
校
は
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
学
校

を
公
開
す
る
と
共
に
、
学
校
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
は
高
校
の
教
育
活
動
を
ご
覧
頂

き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
図
書
館
の
一
般

開
放
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月　

日　
21

(木)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場
所　

館
林
高
校

内
容　

体
験
授
業
お
よ
び
学
校
説

明
会

※
部
活
動
の
公
開
は　

時
ま
で

12

※
学
生
食
堂
も
利
用
可

問
合
せ　

県
立
館
林
高
等
学
校

�
　

－

４
３
０
７

72

　

中
退
共
制
度
は
、
退
職
金
制
度

を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業

に
向
け
て
の
制
度
で
す
。
安
全
・

確
実
な
国
の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
、
国
が
助
成
し

ま
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
か
た
も
加

入
で
き
ま
す
。

※
中
退
共
の
し
く
み
や
加
入
条
件

な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://chutaikyo.taisyok

ukin.go.jp

問
合
せ　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
（
中
退
共
）

�
　

－

３
４
３
６－

０
１
５
１

03

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

10

26

(日)

場
所　

高
崎
経
済
大
学

受
験
料　

８，
５
０
０
円

申
込
書
配
布
期
間

８
月
１
日　

〜　

日　

(金)

22

(金)

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日　

〜　

日　

(金)

29

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

�
内
線
２
４
３

　　

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

で
あ
り
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動

に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。
そ
こ

で
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て
の
関

心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
「
土
地
月
間
」
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、

「
地
価
評
価
等
無
料
相
談
会
」を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
３
日　
　

10

(金)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

太
田
市
役
所

問
合
せ　

�
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

�
０
２
７－

２
４
３－

３
０
７
７

　

緑
化
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月　

日　
　

18

(木)

午
前　

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

10

場
所　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
庭
木
の
整
枝
・
剪
定
」

講
師　

樹
木
医　
 
熊  
倉   
弘  
先
生

く
ま 
く
ら 
ひ
ろ
し

募
集
人
数　

先
着　

名
60

募
集
開
始
日　

９
月
１
日　
(月)

受
講
料　

無
料

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－
７
１
８
８

88

地
域
福
祉
に
貢
献

臨
時
職
員
募
集
！

館
林
高
校
学
校
説
明
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

中
小
企
業
の
退
職
金
を

中
退
共
が
サ
ポ
ー
ト

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
開
催

　

月
は
土
地
月
間
で
す

10地
価
評
価
無
料
相
談
会

庭
づ
く
り
の
参
考
に

緑
化
講
座
開
催

(19) 広報いたくら　Ｈ20．８．１

募
集
住
宅　

原
宿
団
地

（
大
字
岩
田
・
借
り
上
げ
住
宅
）

２
Ｄ
Ｋ
（　

・
５�
）
３
戸

44

募
集
期
間

８
月
１
日　

〜　

日　

(金)

20

(水)

入
居
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
大
人
３
人
以
下
の
世
帯

で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
。

単
身
入
居
（
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
）
の
資
格
や
収
入
制
限
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

建
設
グ
ル
ー
プ

�
内
線
４
３
２

　

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
。
電
気
製
品
を
使
う
と
き
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り
付

　

け
る

○
使
わ
な
い
電
気
製
品
の
プ
ラ
グ

　

は
抜
く

○
漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け
る

○
取
扱
説
明
書
は
必
ず
読
む

○
４
年
に
一
回
、
電
気
の
安
全
調

　

査
を
受
け
る

○
冷
房
設
定
温
度
を
高
め
に
し
た

　

り
、
必
要
の
な
い
電
灯
を
消
し

　

た
り
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努

　

め
る

問
合
せ　

関
東
電
気
保
安
協
会
群

馬
事
業
本
部
東
毛
事
業
所

�
　

－

８
３
３
３

46
▼
叙
勲
受
章
記
念
と
し
て

ブ
ロ
ン
ズ
像
１
体

 
矢
口   
昇 　

様
（
籾
谷
）

や
ぐ
ち 

の
ぼ
る

▼
中
学
校
の
図
書
指
導
資
料
と
し
て

生
徒
用
図
書

（
約
５
０，
０
０
０
円
相
当
）

 
藤  
野   
修 　

様
（
大
曲
）

ふ
じ 
の 

お
さ
む

　第６回両毛交
流ウォーキング
みどり大会を開
催します。
期日　10月26日
(日)小雨決行
募集人数
１，０００人
コース
（Ａ）秋の草木湖満喫コース
（約12㎞）
（Ｂ）ぶらり富弘美術館見学コース
（約７㎞）　
参加料　無料
申込方法　所定の申込書（各公民
館・役場窓口に用意してあります）
かハガキ・ＦＡＸ、ホームページか
らお申し込みください。
受付期間　８月１日(金)～９月30日(火)
　　　　　必着
※募集人数に達した場合は、募集を
締め切ります。
※コースなどの詳細は下記ホーム
ページをご覧ください。
 ht t p: / / www. sunf i el d. ne. j p/
r youmoukoui ki /
主催　両毛広域都市圏総合整備推
進協議会
申込先・問合せ　
企画財政グループ
�内線１３１

　交通事故、
詐欺など、犯
罪の被害に
あって警察に
訴えたが、検
察官がその事
件を裁判にか
けてくれない
など、検察官がした不起訴処分のよ
しあしを審査する機関が検察審査会
です。
　審査の申し立てや相談の費用は一
切かかりません。秘密は固く守られ
ます。お気軽にご相談ください。
問合せ　太田検察審査会
（前橋地方裁判所太田支部内）
�４５－７７５１　内線２１６

ご存じですか？
検察審査会

第６回両毛交流ウォーキング
みどり大会参加者募集します

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○小児科・内科の※印は、小児科のみとなります。　○土井レディスクリニックは婦人科・内科を診療します。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日 耳 鼻 科小児科・内科外 科内 科

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

たけい小児科※
７６－２５２５

新橋病院
７５－３０１１

ゆたか医院
７３－７３０８

井上整形外科医院
８２－１１３１

８月３日
（日）

－
こやなぎ小児科※
８０－２２２０

慶友整形外科病院
７２－６０００

大石内科医院
７４－２３６２

増田医院
８２－２２５５

８月10日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

横田医院
７２－０２５５

小曽根整形外科
７２－７７０７

橋田内科クリニック
７２－０００１

館林地区担当
８月17日
（日）

－
益田小児科医院
６２－５５３５

澤田皮膚外科
７０－７７０３

館林記念病院
７２－３１５５

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

８月24日
（日）

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

星野こどもクリニック※
７０－７２００

館林医院
７４－２１１２

吉田内科クリニック
７０－７１１７

館林地区担当
８月31日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

長谷川クリニック
８０－３３１１

最上胃腸科外科
７４－３７６３

松井内科医院
７５－９８８０

石山医院
８２－０１０３

９月７日
（日）

－
森下内科医院
７３－７７７６

慶友整形外科病院
７２－６０００

落合医院
７２－３１６０

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０

９月14日
（日）

－
神尾内科医院
７５－１２８８

海宝病院
７４－０８１１

まりレディスクリニック
７６－７７７５

館林地区担当
９月15日
（祝）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

小児科おぎわらクリニック
６１－１１３３

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

多々良診療所
７２－３０６０

館林地区担当
９月21日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　  　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

町
営
住
宅
原
宿
団
地

入
居
者
募
集
し
ま
す

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

電
気
は
正
し
く
安
全
に



( 20( 20))

●
人
権
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

窓
口
グ
ル
ー
プ　
�
内
線
２
３
２

●
行
政
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

窓
口
グ
ル
ー
プ　
�
内
線
２
３
２

●
法
律
相
談　

午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

窓
口
グ
ル
ー
プ　
�
内
線
２
３
２

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会　
�
内
線
４
１
５

●
教
育
相
談　

正
午
〜
午
後
３
時

　

問
合
せ　

教
育
研
究
所　
�
　

－

０
８
３
４

82

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報

　

▼
心
配
ご
と
相
談　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談（
毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

　

▼
す
く
す
く
発
達
相
談
（
作
業
療
法
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

▼
健
康
相
談　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

　

▼
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

　
　

午
前
９
時
〜
正
午　

※
要
予
約

　

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

保
健
係　
�
　

－

３
２
３
０

72

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　
　
　
　
　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　
　
　
　
　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　
　
　
　
　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
交
通
事
故
出
張
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

　

太
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　

問
合
せ　

行
政
安
全
グ
ル
ー
プ　�
内
線
１
２
１

定　

例　

相　

談

�
困
っ
て
い
る
人
に
は

手
を
差
し
伸
べ
る
。
人

間
が
本
来
持
っ
て
い
る

温
か
く
優
し
い
心
。
ボ

ン
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
受

け
た
側
、
行
っ
た
側
、

双
方
の
気
持
ち
が
十
分

に
満
た
さ
れ
る
活
動
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
充
実

生
活
始
め
ま
し
ょ
う
。　(T)

土金木水火月日
２１(町)…役場

(保)…保健センター
(資)…資源化センター
(福)…福祉センター
(季)…健康の郷「季楽里」
(中公・東公・南公・北公)…各公民館
※(　)内は開催場所になります。

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日(18日～20日までお休みします)
 ○海洋センター：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日(14日・15日は休館)
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日

※詳しくは各施設までお問い合わせください。

●教育相談(中公)
※14: 00～16: 00

●交通事故出張相談
◆県民交通安全日
◆高齢者交通安全日

９８７６５４３
●健康相談(保)
●乳児健診(保)
●ＢＣＧ接種(保)
●教育相談(中公)

◆夏の県民交通安全
　運動(～16日)
◆粗大ごみ受入日(資)

※9: 00～15: 00

●教育相談(中公)
◆季楽里

なんでも学習会

●教育相談(中公)●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)
◆粗大ごみ有料収集
　申込み締め切り日(資)

16151413121110
◆県民防犯の日●心配ごと相談(福)◆粗大ごみ有料収集

　調査日(資)
◆季楽里

「夏の感謝祭」　

23222120191817
●教育相談(中公)

※14: 00～16: 00
◆Ｅボートレース2008
　渡良瀬大会
　(谷中湖北ブロック)
　※8: 00～

●健康相談(保)
●交通事故出張相談
◆１歳６か月児健診

(保)

●ママパパセミナー①
(保)

●子育てこころの相談

●人権相談(南公)
●行政相談(南公)
●法律相談(中公)
◆Ｂ型・Ｃ型肝炎
　ウイルス検診
　申込み締め切り日
　(保)※17ページ参照

◆粗大ごみ有料収集日
(資)

30292827262524 /  31
◆第25回板倉杯争奪
　少年野球大会
　(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)

※8: 30～

●教育相談(中公)
◆３歳児健診(保)

●すくすく発達相談
(保)

◆粗大ごみ受入日(資)
※9: 00～15: 00

◆小中学校２学期
　始業式

●教育相談(中公)
●ママパパセミナー②

(保)

●心配ごと相談(福)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、

30～36区)

24日
◆夏季第31回板倉町町民
　卓球大会兼邑楽・館林・太田
　地区中学・高校卓球大会
　(板中体育館)※8: 30～　
31日
◆第25回板倉杯争奪
　少年野球大会(２日目)
◆季楽里 特売日

▲着付け教室(東洋大学)

▼板倉町デイサービスにて�
秋
の
収
穫
を
願
う
夏

祭
り
が
地
元
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
若
者
が
先
頭

に
立
っ
て
盛
り
上
げ
、

大
人
た
ち
は
そ
の
勢
い

に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
地
域
を
担
う
頼
も

し
い
若
者
た
ち
の
姿

に
、
早
く
も
収
穫
は

あ
っ
た
よ
う
で
す
。　
(N)


